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我々の研究グループでは、単結晶金属酸化物ナノワイヤを用いた分子認識デバイスに関する研

究を進めている。研究の狙いは、健康状態や住環境と密接に関連した多種類の揮発性分子群を電

気的に長期間に渡って分子選択的に識別・蓄積することによって、多種多様な因子が絡み合った

本質的に複雑な現象を解明する新しい科学技術を切り拓くところにある。最近の我々の研究にお

いて、呼気中の疾病マーカーであるケトンやアルデヒド分子群を単結晶酸化亜鉛ナノワイヤ表面

に吸着・熱脱離させるシンプルなプロセスにより、物性が極めて類似したケトン構造異性体を識

別できることが実験的に明らかになっている。単結晶酸化物ナノワイヤ表面に吸着した揮発性分

子群は、ナノワイヤ表面との相互作用によりバルクとは異なるコンフォメーションをとることが

容易に予想されるが、単結晶ナノワイヤ表面上におけるどのような酸化物表面・分子間の相互作

用により上記の分子識別が可能になっているのかについて実験的に明らかにすることは困難であ

った。これは、従来の赤外分光法に代表される分光法が、比較的平滑なサンプルに適用可能であ

ることに起因している。そこで、本講演では、分子が吸着した単結晶ナノワイヤ基板（極めて非

平滑なサンプル）に pMAIRS法を初めて適用することで、従来手法では困難であったナノワイヤ

表面上の分子コンフォメーションに関する幾つかの興味深い知見を得たので報告する。 
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